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 4-4. Ｃのサンプル

   一般的な応用場面では基本機能・動作が関数化されたＣハンドラ（ＬＩＢ／第５章）の利用が

 便利です。  本項ではＡＤボードのドライバを自作するユーザ向けの操作手順学習用サンプルに

 ついて記します。

  ①ＰＯＬ６５■Ｅ１．Ｃ       ①は【Not Empty】フラグを監視して１語ずつ、

  ②ＰＯＬ６５■Ｈ１．Ｃ       ②は【Not Half-Full】フラグを監視してＦＩＦＯメモリ容量の

  ③ＢＬＫ６５■Ｈ１．Ｃ     半分（標準:2048 語）単位で通常のＩＮ命令でデータを読み込む。

                               ③は【Not Half-Full】フラグを監視してＦＩＦＯメモリ容量の

                             半分（標準：2048 語）単位でブロック転送命令（INSW／INSB）を

                             使用してデータを読み込む。／最高速の方法です。／

                                図４－４Ａ．ポーリングによる操作手順／①②③

            システム、ソフト上の初期設定       ：パソコン側のデータバッファ確保、各種定義、ボードアドレス等、

            ＡＤボードの動作条件設定           ：使用チャンネル、データ点数、クロック、トリガ条件等、

                      スタート                 ：ソフトトリガ（即スタート）、またはトリガ待ち

                                     Ｙｅｓ               ：【Not Empty】フラグ、または

                   フラグ＝ＯＮ？                           【Not Half-Full】フラグを検出。

                     Ｎｏ                データ読み込み

                                      Ｙｅｓ

                  データＬＯＳＴ？

                     Ｎｏ                   エラー終了

         Ｎｏ

                       終了？             ：指定データ点数の読み込み終了？（ソフト上のカウンタ）

                   Ｙｅｓ

                     残りデータ           ：  【Not Half-Full】フラグをポーリングしてデータ読み込みを

                     読み込み                行った場合②は１ブロック当りの点数で総データ点数を除した

                                             余りを【Not Empty】フラグをポーリングして読み込む。

                                           

                                               

                                               

                    ＡＤデータを

                      数値表示
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  ④ＤＭＡ６５■Ｅ１．Ｃ       【Not Empty】状態によるＤＭＡ要求で、

                                 ＡＤデータを１語ずつＤＭＡ転送する。

                                    図４－４Ｂ．ＤＭＡによる操作手順／④

            システム、ソフト上の初期設定       ：パソコン側のデータバッファ確保、各種定義、ボードアドレス等、

            ＡＤボードの動作条件設定           ：使用チャンネル、データ点数、クロック、トリガ条件等、

                    ＤＭＡ前処理               ：パソコン内のＤＭＡコントローラを設定。

                      スタート                 ：ソフトトリガ（即スタート）、またはトリガ待ち

                                                        ＤＭＡ転送

                                         on request

                                                       データ読み込み   ：１語ずつ

                                      Ｙｅｓ

                  データＬＯＳＴ？             ：エラー（ＥＲＲ）フラグ検査

                     Ｎｏ

                                      エラー終了

          Ｎｏ

                    ＤＭＡ終了？              ：ＤＭＡコントローラの状態チェック

                   Ｙｅｓ

                    ＤＭＡ後処理               ：ＤＭＡコントローラを元の設定に戻す。

                    ＡＤデータを

                     数値表示
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  ⑤ＩＮＴ６５■Ｅ１．Ｃ         ⑤は【Not Empty】状態による割り込みで１語ずつ、

  ⑥ＩＮＴ６５■Ｈ１．Ｃ         ⑥は【Not Half-Full】状態による割り込みでＦＩＦＯメモリ

                               容量の半分（標準:2048 語）単位でデータを読み込む。

                                    図４－４Ｃ．割り込みによる操作手順／⑤⑥

            システム、ソフト上の初期設定       ：パソコン側のデータバッファ確保、各種定義、ボードアドレス等、

            ＡＤボードの動作条件設定           ：使用チャンネル、データ点数、クロック、トリガ条件等、

                   割り込み前処理               ：パソコン内の割り込みコントローラを設定（許可）。

                      スタート                 ：ソフトトリガ（即スタート）、またはトリガ待ち

                                                        割り込み

                                         on request

                                                       データ読み込み

                                      Ｙｅｓ

                  データＬＯＳＴ？             ：エラー（ＥＲＲ）フラグ検査

                     Ｎｏ

                                      エラー終了

          Ｎｏ

                       終了？                  ：指定データ点数の読み込み終了？（ソフト上のカウンタ）

                   Ｙｅｓ

                  割り込み後処理               ：割り込みコントローラを元の設定（禁止）に戻す。

                     残りデータ                ：  １ブロック当りの点数で総データ点数を除した余りを

                     読み込み                    【Not Empty】フラグをポーリングして読み込む。

                                                

                                           

                                            

                    ＡＤデータを

                     数値表示



64

４-４.Ｃのサンプル                                                               《ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ》

  ⑦ＭＳＶ６５■Ｈ１．Ｃ        複数の本ボードを並列に同期運転するマスタスレーブ操作例。

                                各スレーブ機はマスタ機からのクロック出力を受けて、外部

                              クロック・モードで動作させる。  トリガの検出やステータス

                              フラグの参照はマスタ機で行う。  ハードウエアの制限により

                              スレーブ機の最大数は７枚。

                                図４－４Ｄ．マスタスレーブ動作の操作手順／⑦

            システム、ソフト上の初期設定    ：パソコン側のデータバッファ確保、各種定義、ボードアドレス等、

            ＡＤボードの動作条件設定        ：各ボードの使用チャンネル、データ点数、クロック、トリガ条件等、

                      スタート              ：ソフトトリガ（即スタート）、またはトリガ待ち

                                     Ｙｅｓ

                   フラグ＝ＯＮ？                       ：【Not Half-Full】フラグを検出。

                     Ｎｏ                データ読み込み

                                      Ｙｅｓ

                  データＬＯＳＴ？

                     Ｎｏ

                                      エラー終了

         Ｎｏ

                       終了？                ：指定データ点数の読み込み終了？（ソフト上のカウンタ）

                   Ｙｅｓ

                     残りデータ              ：  【Not Half-Full】フラグをポーリングしてデータ読み込みを

                     読み込み                   行った場合は、１ブロック当りの点数で総データ点数を除した

                                                余りを【Not Empty】フラグをポーリングして読み込む。

                                          

                                               

                                             

                    ＡＤデータを

                      数値表示


